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2 Bp-12　　表布、芯地の力学的性質を基礎としたシャツカラーの構成

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（新潟大　　鋤柄佐千子）

　【目的】衿を美しく仕上げるためには、製作者に熟練が必要とされる。しかし、既製品な

どの大量生産では、できるだけ熟練度を必要としないで、かつ均一につくるために、布地

の性質を考慮した手法がいろいろ工夫されている。本研究は、表地、芯地の力学的性質と

衿のシルエットとの関係を整理し、今後学生が、衿作成を通して、パターンと材料の関係

を理論的に理解できるようにするための基礎資料を得る。
　【方法】首の形状は平均的な体型の人とし、一般的なシャツカラーのパターン（後ろ中心

で3cm上げ、衿こし2.5cm、衿幅3.5cm）を基本形として用いた。試料は表布に、婦人ド

レス地より新合繊布、５種類、比較として綿のブロード、ニット地、ちりめん布を各１枚

づつ用い、芯地は、不織布、基布がニット、織物構造を含む７種類として、家庭用アイロ

ンで表布に接着した。布の力学的性質は、KES-FBシステムを用いて、引っ張り、曲げ、せ

ん断、圧縮の性質を測定した。首の形状を石膏で型どったモデルにできあがった衿をつ

け、正面、側面、上部からシルエットの観察をおこなった。

　【結果】芯地を接着した複合布の伸張、曲げ、せん断特性と、できあがりのシルエット

　（布のはりによって衿外周りが体表面から浮く、衿折れ線が角ばって首にそわないなど）

との関係を明らかにした。また布のよこ糸方向の伸張特性をパラメーターとして、パター

ン上の改良が必要な布を分類し、これらについては衿折れ線で切り替えた２枚衿にするこ

とで、衿折れ線がなめらかに首にそわせることができた。
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人工汚染布の基質の相違が洗浄力評価に及ぼす影響

共立女短大　○小林有紀子　山口庸子　共立女大総文研　永山升三

　【目的】天然汚染布の洗浄力評価と高い相関性を示す人工汚染布として奥村ら1)によって

水を分散媒としたタンパク質配合湿式人工汚染布が提案されており、現在幅広く使用され

ている。しかし、この人工汚染布では綿カナキンのみを対象としており、繊維基質及び織
り組織を考慮した洗浄力評価が必要と考える。本研究では各種綿布を対象とした湿式人工

汚染布を作成し、糸の太さや織り組織が汚染性及び洗浄性に及ぼす影響について考察した。

　【方法】市販の湿式人工汚染布用として使用されている綿カナキンを標準試料とし、糸使
い及び織り組織の異なる８種類の綿布を用いて、湿式人工汚染布の作成法に準じて汚染布

を作成した。この湿式人工汚染布は反射率によって洗浄性が大きく異なることから、濃度
の異なる汚染浴を調整し、絞り率を一定として適切な汚染処理条件を求めた。 Kubelka-

Munkの関数を用いて、J I S指標洗剤及び市販の衣料用洗剤に対する洗浄力評価を行った。

　【結果】いずれの試料布においても、汚染浴濃度を段階的に調整することによって、布上
の汚垢付着量とＫ／Ｓ値とは直線関係を示した。しかし、試料布によってそれぞれ異なっ
た回帰直線を示すことから、糸の太さや織り組織によって汚染性が異なることが認められ

た。汚垢付着量の増加に伴い洗浄性は低下し、糸が太く、織り組織がゆるやかなもの程高
い洗浄性を示した。糸の太さや織り組織の違いによって異なった汚染性及び洗浄性を示し

ても、各種衣料用洗剤に対する洗浄挙動が同じであったことから、洗剤の洗浄力評価用と

しては、市販の人工汚染布で総括できることを明らかとした。
1）奥村、徳山、阪谷、鶴田、油化学　30　432（1981)
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